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行列平方根とは行列 A 2 Cnn に対して，X2 = Aを満たす





















AX0 = X0Aかつ正則な X0 を選ぶ．




















































k(A  (c0I + c1A)2)xk22
となる．ここで，a := Ax，b := Ix，d := A(Ax)とし，上式
の距離は c0，c1 についての 2変数関数と見ることができる．
f(c0，c1) = c40(b，b) + 4c30c1(a，b) + 2c20c21 (2(a，a) + (b，d))
  2c20(a，b)  4c0c1(a，a) + 4c0c31(a，d)
+ c41(d，d)  2c21(a，d) + (a，a)．
ここで，(a，b)は通常の内積を意味する．この 2変数関数を以











知であるため，近似解 X^ における相対残差 kA X^2kFkAkF を用いて
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